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職能発達に応じた算数の ｢授業研究｣の在り方に関する考察

一組織的な校内授業研究の取り組みの観察を通して-

黒崎東洋郎*

習鞘と探究を活用でつなぐ学校教育の方向性 (学校教育法30粂2項)が示され､基礎的 ･圭

基本的な知識 ･技億を確実に習得させ､これらを活用して級頓を解決するために必要な思考 三

;し･表現する確かな学力が求められているOその進捗状況は全国学力調発で確認され､マス

;コミ等で結果が励蜘掛こ公表されているOこうした成果主義､椀争主義の教育現場-の導入

さの流れの中にあって､授業研究が盛んである｡しかしながら､授業研究の目的は､ItlJ.力向上､

‡指導力向上､校旗づくり､カリキュラム開確､学校づくり等､多様である｡実に､投射訓:究

‡の視唾は複雑多様で､複眼的で､最に必要な授業研究を僻轍することができていない｡

そこで､本研究では､算数を担当する教師の職能堀達に応じた組織的な授糞力向上をめざ

…した授業研究にするために､算数の授業研究をケーススタディーにして授業研究の在り方を

;考察したい
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1 問題の所在

Stigler(1992)が､日本の授業俳究を紹介し

て以来､欧米で授業研究は脚光を浴びている｡

特に､THm皿止調賓 (1999)のときに､日本と

アメリカの数学の違いを次のように紹介して以

来､注EIを集めているようである｡

｢アメリカとドイツの授某は､教授が先に

行われ､応用がそれに続く｡日本の授業

は､問題が先に来て､生徒がその間舷に

ついて考え､彼らが考えた解決方法がIJL=

有され､教学的な概念の明確な理解に向

かって協働で考える_-

Stigler等の日本の r授繋研究｣-の関心は､

｢ティーチングギャップ｣として報告された辿

り学習指導牡であるo氏の関心餅は､授業収笹

のための授某研究と言える｡FernanderL.C,は､

｢日本の教師はカリキュラム開発U-･)Rをもって

授業していると言っている｡これは､口本の教

*岡山大学教育学研究科

師の作成する学習精華案の r摘瀬上の立場｣に

は､｢教材観｣｢児亜観jr括導方法｣が-.巧かれ､

教材硯として､学習指導要衝に基づき､前学年

の指単内容､本単元の指韓内容､本単元の学習

内容の発展が記述されている｡これをもって､

カリキュラム開発の目をもって授業をしている

と言っているものと推測される,,学習指導要領

厳守の立場とこれを改善するのとでは､授農研

究の肖的が異なるものと思う｡安彦(2009)は､

カリキュラム開発の視座が欠如していると指摘

している｡LewiS.C.C.は､授業研究を教師の職能

成長の核としてみているく陵菓研究によって教

師は､①授業のための知.% (指導,b一法)､②授業

研究の知孔 (PI)CAサイクル)､③教師の職能

成長 (同脈性)等に関する能力を育成できるこ

とを示唆している｡

ゆとり教育が告,7毛(1997)されて以来､学力

論争が過熱化し､それまで実施されてこなかっ

た学力調充が公的復金を使って実施され､イギ
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リスのリーグテーブルの如く､そu)結果をマス

コミが都道府県別にランク付けして公表してい

ら,溢ノ.,成果 仁義を求められる学校にあって､

学佼現場では､学力向上を臼指し､r授勤 ｢究｣

を柿極的にやらざるを得ない状況が生まれてい

るー

ところが問題は､各学t頚が行っている算数の

授業研究の目的や主体性にあるu全国学力調査

の算数のB関越が良好で無かったので､B関越

の結果をよくしたいので今年1-1第教科を対象に

して廃業研究を行うという.コ､■j面の課題がB問

越の学力向上にあり､Stigler等a)授業政敵

Fernandez.C,のカリキュラム開催を視.睦して

いるaL,のでヰ)ないO勿論､LewIS.C.C考 える授業

研究を核にした教師の職能輝壇を視距したもC/)

でヰ)ないL,授紫研究を実施する前に､′亡ぜ算数

a_)授業研究を行うのか､そのEl的を検討すべき

である､成果~j;崩にElを願われると､スクール

リーJjt によるr学力向上を至上命令として｢授

業研究':が行われ､人間形成を主眼に町く教育

と解離し､教員も+どもも楽しくないoStlgler

等の1｣本の授業研究を捉える視点が､それぞれ

r授業改軌 rカリキュラム開発｣｢教師の職能

風連｣と異なるn指定G)t発､白イ耕 究を含めて

様々な算数の授業研究が行われていろC指定研

究の馴洞が射 し､校長の転勤､研先王任の転勤

を織に算救U)授業研究は終わりという学校ヰ)少

なくない現況がある｡

そこで､木研究では､LewiS.C.C,の示唆する教

師の職能奄適を促す梗溜研究について､算数を

担当する教員U)職蜘 連叫 良庵から､算数の授

菜研究(7_7在り方を考案 ･検才巾-る0

2 研究授業と授業研究のちがい

研究授業と授業研究は､言薬は似通っている

けれども両者の臼的､機能は本質的に大きな違

いがある｡安彦 (1983)は､〔蝉なる善感遊び

て笹数の研究授業するL/)かでは､授業Lr)目的が

托なるL

娘に､LTJや恥j訓I.f県や市uT)研究措定校の悼

巣及び附鵜の研究会で実施される公園授業は､

研究授菜である､研究授業は 一過性であろ そ

J)67r-究授業U)ために､教員は現任佼U)研'先紅L織

体制づくりをL､何1死ビジョンの典首化を図り､

救出や図形の教材研究をし､自学級においで¥

び合う学習佐田つ,(り等の準備を行う.こうし

た研究授業-の準肺があるにt)関わtlず､ ･過

性であると断言することには少し抵抗がある｡

LかLながら､多くの学校や教員は､研7EE授業

が終わると､それ以降はIJ･イクリノ//に研究授

業を計画し､実行しない｡残念ながら､授築f)f

究することFl体が[畑勺とな'/)､そU)場限りの授

業研兜のたd)の研究に終わっているのでit,'る｡

楯み屯ねてきた研究授業に乍るまでの研究の準

備性の舶さは､中1析され､授業実践研究を通し

て棉われてきた教職実践の稚力や態度が洗い流

されてしようのである_

これに対して授菜研究は､研究授業のための

憧量と異なるO痩凝研究のu的は､人JFl的に授

業改堆､カリキュラム改革､学校教育改称､教

師教育等である¢T=l的は多様であるが､授業研

究の本Jffは､u常的､継続的に実践している授

業を観察し合い､気付きを多角的に分析し､検

刑し合って､学校や授業者の個別的なデマント

サイ トに立って実相軌~研究を行--)授業であるD

特に､授業を適した､f-どもの人間形成を紀雁

に入れたH帯的な常みである.佐藤(1996)は､

授裳に′)いて､ ド記のように示唆しているL_,

授業といういとなみは､認知的な･技術的な

jf･帖と対人RJWtJ･社会的な実践と自L両的･

倫理的な尖蟻である

これまでの埼敷科における授菜研究では､学

以上の探刻な問題をはらんである〕と提言して び手である児釦 )発虐段階は二の次にされ､教

いるO考えてみれば､研究授業をする削わとし 材研光をコアにして､算数科学習舶 卓踊釧こ,i-I

て算数の授業をするのと､授業研究の一環とし された教学的な知識 ･技能､数学的な考え方等
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の習得を目指すi)のがrjEに多いO現場教師は､

今回竿))調溌U)結果が毎年公表され､弟数の学

力の適地状況よりも､砿紡ランクに日を奪われ

やすい｡界数の学力向ヒを臼指して授業研究に

組殺的に取り組む学校が多いが､こうした学校

の多くが教職や図形の概念や原理の.洛知的形成

の活動に特Iとした授業を展開しているB学ノ)狗

上というよりも算数のランク付けをよくするこ

とが授菓研究の目的となっているO児q;の自上

的､自律的な学び合い､教nuTl'の職権成長を発達

させる学び合いを､授繋研究を韮礎にして築き

1げることが､単なる認知的田城の形成よりi)

重要な授業研究のはたらきであると考える｡

3 授業研究の目的

算数の授業研究の目的を問い直すと,なかな

か難しい｡第1は､子どもの俺かな井数の学力

の形成がある.この視座は､佐藤 (1996)の,T.･

唆する通り､数学的な知識 ･技能等や数･､芦的な

考え方等の認知形成をめざすものである､しか

し､算数教育は学び合いを通して他者や社会な

ど対人閃rXl係桝築力､人間力を育成することも

正賓なことである｡節2に､学校の教育力､授

実力の向上があるC多くの学位が授業研究を行

い､大規格校にt'関わらず､全職員が組縦的に

算数の授業研究に取り組んでいる｡こうした組

練的な授業研究の方法のよさは､多数の教師が

高度柳 良的な視点で授業デザインし､授業分

析 ･考察することで､より質の高い授菜研究を

組織的に推進でき､学校の教育力､授糞力が向

上する点であると指摘できる｡しかし､学校全

体で収り組む授業研究は､個々の教師の梅音分

野､教員の職能凝達の様柵､平瀬の授業実践を

通した教育実践研究の妹題患減を路まえて､授

菜研究のビジョンの共有化を図らないと､内炎

の伴わない形式的な授菓研究に流されやすい｡

小学校教員の粒質 ･能力は総合的であるけれど

も､教科の専門性に乏しく､職能成長の艶なる

背手教員､中堅教員､熟年教員から構成されて

いる.授鼻研究のテーマが共通#･.解されたとし

ても､若手教臼に職能成長した中堅教員とfHl等

の質の高い算数の授業研究は期待できないと考

える｡箭3は､LewiS.C.C.の/-F唆する授業研究に

韮づく教師の職能成長であるnLI木の学校現収

の教師にはこの授繋研究の視座が欠 u々している

と考える｡教出漁J必こ関わっている実幣協力校

の教員でさえ欠如しているO例えば､教育実習

生の行う教場授詔についても､現場教員とrr']等

の授灘実践を教育先哲生に求めるからである｡

職能発達の硯庵に､̀JIlって､教育実習生の授業の

在り方を検討していないと考えろ｡教員喪成､

教師数青にあっては､r･どもを犠牲にしてはな

らないという使命感､哲学がある｡だからとい

って､教師教育のスタートに立ったばかりU)教

育実習生に､中堅教員と同じ授実を求めるのは､

カリキュラムポリシー視点が欠如している｡こ

うした.L.TLも検討して､教師をR指す学生及び教

師は､授業研究を旭して学び続け､職能成長を

自己啓発し続けることが不可欠であると考える｡

4 教師の職能成長と授業研究

授矧ま､子どもの学びの深化L発展する様相

が､それを文援する教師の成長に伴ってリアリ

スティックに魅開されるOこうした授賃 は､

･数学的な知識 ･技能や数学的な考え方等の

認知的 ･技術的な側面

･グループ学習によって他肴と関わり合い､

学び合うことを通して人間関係を牌簸す

る対人的､社会的な側面

･教師の職能発達的な側面

の3つがあるCそして､これr,が複合的に絡

み合って展開されるのであるC

例えば､鳥取市立M小学校のf-1教諭 (教職経

験20年)a)第1学年B も土と測定繊域におけろ

｢長さ比べ｣の授菓研究を取りあげて省素するr

H教諭は学習指琳要領､教科Ji-､児6.a)賀態

を検討し､目標を成定し､目標を達成するため

に放適な教材 ･学習を選定し､ Ll.体的に楽しく

学ぶことのできる加と測定に関する特赦的活動

を工夫する.こうした教材PF究における検討は､
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認知的 ･技術的な側m-1の検討であるo次に､H

教諭は､下記の教科頂のような白分の持ってい

る鉛筆の長さを比べる括軌を取りやめ､2人組で

比べる活動にしている｡

L望11直線状のものの長さの直接比較

なぜ､取りやめたのか｡FJ!由は､第1に､他

者と叫鮎わり､友達同士で､それぞれ良いと思

う日分の鉛幣を放りLHL､それを比べる方が底

楼比較する必然性があること｡第2に､船側で

学び合う方が ｢端を揃えて比べる｣と直接比較

の原理が徹底すると指摘しているOこのアイデ

アは､認知的 ･技術的な側面と対人的､社会的

な側両をIL,'j時達成している｡認知的 i技術的な

側面に字引ヒした教科-.Ttr始りの展開にしないで､

対人的､社会的な側面を付加した授業改古を図

I?ている.一人でl良二接比較するより､このよう

に協働で膚接比較の原理を学ぶ方が､この原理

U)習得の徹底が図ることができ､卜記の組U)長

さの直接比較の際に発展的に活用されるD

あか
＼㊨

+

図2 紐 u)長さをLElA.按比較十るための

構成的シュチュエーション

実際の授業研究において､H教諭は紐を色と

太さ変えていた｡紐の良さの長い短いは､色や

A-さに関係ないので､これらの属性を捨象する

ためであるC紐の長さを伯~壊比較する構成的シ

ュチュエーションも検討され､わざと巻いた状

態の紐と少し伸ばした状態の紐を提示した｡∫;'こ

び合いによる鉛筆の長さ比べで､端を揃えて匪

接比轍することが徹底され､この学習経験を下

記の通り､ごく向然に活用していったo

T 赤と膏では､どららの紐が長いですかo

C 音です｡

C 意見.このままでは比べられません｡缶

の魁上と同じように､赤の#itも伸ばしてみな

いと分かり吏せん

C 付け足しです｡伸ばすといっても､ピン

と伸ばさないとダメです｡

C 鉛肇の時のように､端っこをそろえて､

ピント伸ばしたら比べられます｡どうです

かC

第1学年の r長さ比べ｣では､鉛筆-紐一一=1班吾

の縦と横へと発展していくO葉.埠は蘭偶成され

ているので縦と横の良さと言っても良さを認孤

できない子どもがいるB賂rFを指でなぞらせて

l吐線を意識させた後､どちらが長いかをrlFHうO

子どもは縦が長いという｡どのように調べたら

分かるかを問う｡

C このように2枚の贋苦を鹿ねると縦U)方が

長い｡

鉛筆と紐a)良さ比べの学習経験を I-_手に牛か

した十どせ､のごく自然な着想である√,教師の職

能発達をlT;けつせるのは､次の発問である

T 粟井1枚だけを使って調べるには､どうすれ

ばよいですかoお憐と話し合ってみましょ

う｡

こU)発問は､1'-どもを危機的場tlLO-に立たせ､

新たな潜怨を促す臨機に応じた指導である¢初

めは､戸惑いをみせるt)のの､子どもは着想脅

かに考え､自分の考えを説RJjL､学び合いを始

めll

C 縦と横は並べられないよ

C 横を切り通って､縦と並べたらいいよ
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C 切り取らなかったって､このように折っ

て､薬.巧の縦と横を虚ねればいいよ｡

C 補完の考えがあります｣折らなくても調

べられます｡こうやって､鉛筆のどこまで

の良さなのかを調べれば､どちらが長いか

分かります｡どうですか｡

-
a

図3 間接比較

兼 .T字を折りたくないという(-どもの気持ちが､

鉛や料こ発鞘の縦と横の長さを写しとって間接比

較するという-一歩進んだアイデアを生み出Lた

のである｡

さらに､ノートのマスuを依って､

C 磯滋の縦はマス7つ分で､城は5つ分だか

ら縦の方が2つ分長いO

という任意単位による測定に発触的に粛想した

子どもも現れたC

一般に､B｢鴨と測定｣の街域の指韓の原理

は､下記の回の①-②-③-④の順路で行われ

/J.,

i(Ilと制定

LlZ14 11･と洲在u)指吋のrj;]t弛

しかしながら､現実の授業はH教諭の授菜の

ケースの上うに†ltと測定の指導の原理通り展開

していくことは希である｡必要なのは､爪と測

定の原理を踏まえつつ､子どもの学習状況に応

じて臨機に対応して学習指導を行うことであり､

それができるのが実践的専門家としての教師で

ある｡したがって､教師は数学的な知識 ･技能

や数学的な考え方を形成する誰知的活動を中核

として授繋展開すると共に､教師と+どもや(･
ども同士の協同的な学び合いの態度の形成や教

師自身の授典観､教育観の形成を日常的な授某

を適して構築していく営みを行っている｡教師

の職能成長は､このような授業研究を通した複

合的な展開の中で､自らの授業実践と省穀をid

して学び､育ち合う中で可能となる｡したがっ

て､投薬研究の口約を教師の職能顎達の視座で

見直してみると､教師は授菜実践を対儀化して

検討し､授弟実践を通して､専門性を開発した

り､病めたりしている0

5 授業研究の省察

岡山大学は教員養成に特化した大学であり､

特色あるコアカリキュラムでは､教師の栄質 ･

能力として､｢学習指導力｣ 生徒指導力J｢コー

ディネートカ｣｢マネジメントカ｣の4つをとげ
ている｡とりわけ､学習指導力は､授某研究の

中で形成されるべき資質 ･能力であり､学習指

弔力を細分化すれば､次の4つの具体的な要素

で構成されると示唆している｡

7) 芋暫1)こ批 u)把肘ノJ

T-とものレディネスやLi:=-mA:況を把捉ナ}:'ノ)

雪 枝-.%JikL計ノ)

教T†.11等を肘こ学習結滞潔をEl戒｣るノJ
色, に凝'R･践ノJ

･､芦胡伯東案にrulいf(がらf･,どもの':i･'‥常jJj兄にIL:じ

て投等をJ;y堤十るノ)

t/il' 授態の分析 ･rll熟ノJ

自他の授演実践を分析し,+三軍の改称 .J...を俺比十る

力
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伺1 ′■ti:習指溝ノJの構成要式

McJDEjl(,｢1992),'J､磯 節カ/す､Mb')′者

か･:HJ.ら,i/5こと/_fTせ Ĵい.fl一伊で#if5せ

5へきt,U)である｣と指摘している｡

したがって､I:i･'=習指竹.･力は､授菜実践を的み

JFl:わて長い教職のキャリアに上って口熱 こ形成

され､矧虐するというもので比ないU中堅教師

よりも熟年教師の方が必ずよい授業をするとは

限らないことからも自明である｡また､現場の

救命炎践知の憧れた相中教諭や理,論知の俺れた

数学教育o)専門家からの教授に上って､実践的

な学習指導力が身に付くというものではない｡

それでは､教師は､どU)ようにすれば学習精

神力を発達させることができるのであろうか｡

一般に､理論と実践の往還によって成通させる

ことができると言われている_ 計画｣｢実践j
｢/rll察｣｢改善｣のサイクリックなPDCAによ

-lて､授業研究し､確論と実践を往過させるこ

との人切が指摘され､そu)プロセスのrPでも､

｢省無する活軌 は､教師の叫1Lj性を発達させ

る中核となる活動である｡簸敬の教育政叩､授

濃改串が叫ばれているが､その当･Jt者は､日々

廃業実践している教師R身であるC当弔者が自

分の授選を芙純を省察し､故iri'=をL亘1ることが､

自分Fj身の算数授業力の職能成丘に不可欠なの

である｡

6 舞数科における ｢反省的授業｣

rJk省的授業｣は､ドナル ドショーン (1983)

の提態に姓づく新しい授菜改善をめざした授賀

陽念である｡どんな状況にも有用な科学的な教

育jJ'法や原理を探究するのはr技術的炎指授遊｣

である｡学校における授業研究は､今でもこう

した 技術的授業実践｣研究がヨ藩 であり､如

何に効率よく数丑や図形の概念や原理を走者さ

せるかに七眼が懸かれ､認知的 ･技術的仙 南を

盛祝した授業研究が多い｡

これとは匙なり､｢反'dlt的援兵_は､実際の

学習､状況に直面し､ Fどもの発言や17劫に合理

的根拠を与える方略が埋め込よれていることを

)B木とする.そして､子どt)の考えには r理の

1什札 があり､子どらなりの考えに埋め込まれ

た r旦帥)tft界｣を､教師とLl-どもが仙正に経験
にJ:って習得した知識､技能や数学的な考え方

を総軌邑して用いて教理的な観点から協働で検

討し､数列!.を学び合い､ 高め合って､+どもも

教師も肘 こ成丘することを振究するのが r)丈省

的授繋｣と言えろ｡

倉敷市立A小学佼u)K教諭(教職経験2年U)

の反省的授業をケースに考然する｡第 1草lFの

L'Jt-'･形ut)所相の授業研究であるe

.2面積の求め方のく一ヽ一

E ] ･紬 - のM のいろ
いろな求めすt･t方tI
の番7Iの11犬8･tt-'て37
4.IlqLよしJう.

● みちいさんはどの
ように▼え▲したか. _=｢ "

こal)授業研究の目標は､

･ETtl守tJ)∴力)FZの血†肘 Jj(tt-F'lht/i･fj;lH こ血tL■t

を_lie,V)､河をL･Fi〔て//Iかりやすく説明一､伝,iLT

J-,ほ嘗-3くり′')ててきたJJJ,｣

にある｡既習の長方形の求稲公式を所用して耐

欄を求める誰知的 .技術的側耐 二加えて､自他

の関わりを虚脱して脱明や伝え合いを並祝した

人剛美豚構熟糊州面t)同時達成をu指す授業突

指であるo

(1) 学び合おうとする場の構成

ア 課題づくり

K教諭は､L字形の団彬を示し､･羊P潤と越を

設定させていくo

T 今日日1./)■小rJ,,LJノ血的i･;ド.ylてt,r'いf/十･.と

こ'J):揮 いです/JJl.

C L にJilTZナ･IL･血柚が,紳 lI'･'iLi-1lI)く､IIJJJFZI･な

いL/JC･畔しいです

C F･･Jじ =･十._lLi;/.L斤;lJ)･刈fF?I/ごク1て､/,Tか り去せん,
T L:V)i/'h'L.TJこしたら､桝Iliが.托㌔‖二,ltそうで)

/Jt､

C Clさ/L17);;･'JLう.二､1と))形L))LlliE肘1,.f1-'̂方Lt

わかろu)-I･､そU')ド(llF?,Tr･女 JJ'JF3にLたらLhiiitを拭

LtlJt''ilろJ)rJは恥 ､/'J･i::Llv､圭1.
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r難しい｣r分からない｣というTどもの声を

受容的に受け止め､H教諭は ェア一塊作Jと

称する rLr;一理 の幽形を2つの長方形に分ける

身体的レトリック｣を進んだ児頂を指名してデ

モンス トレーションさせた｡長方形に変形でき

るという見通しをもたせた後､本時の課屈を設

定させたo

nQ也:昆JlfT'fV71ミ式をEL七一'て(EifLlr)求め)JをP,-え､
Ll/lをLttIって戊明しようL.

イ 机間指導と臨機の指導力

机間指碑では､子どもの自力解決する際の l'･

どもの自発的､自律的な発想やfi怨の理を受容

的に飽解し､次の段階へのステップアップする

ように臨機に個別対応 して指導 ･助.干していく

とことが大切であるorlで奮うのは易しいが､

実際は容易ではない｡A児の反応は速いけれど

も誤答である,A児は､周囲の良さを求めてお

り､長さと両横の概念の差別化ができていない

のである｡K教諭は､見守るだけで何も指導で

きないまま終わる｡

5cm

式 3+3十3+5十6+8-23

A児の考え

｢ェアー操作｣でデモンス トレーションをし

ているにもかかわらず､仁けコ解決では､予想外

に多くの児童の反応は遅い｡そこで､H教鰍 ま

rェアー線作｣に振り返らせ､｢長)If捌こ直ナよ
うに｣と1自二接的な指示をするQすると､大半の

児窮が期待する反応を示すo Lかし､B児は長

方形に分けるものの､活用すべき既習の長方形

の求横公式が末習得の状況であった(

5cnl

式3×3×8 48
8児の考え

り 誤答を取り上げて学び合 う

技術的実践論に遜づく授業研究では､効率性

を求める余V)､正答を取り上げて教え込みやす

い｡こうした授業と.5qlなり､K教諭の学び合い

学習は､効率はよくないが､A児のJji応を取り

上げることから始まる

T AさんJr)fJえに印刷がありをすか

cLbirL-LJi求めろu)に.なぜ､刷りLl)L･i-さriJ.Kめたい

て一｢か､

L1 ...･

( (I.IL'･型の血Ilrfでなぞって､潅B;する)rb汀か1､

二u)上うに抑形JJlLJがJl?去ってい()lL._iJ･う 川

V)I/)f<さとけj釦､圭1-_f-から､Aさ/,(LtbjFIlを

瀕//)ていません,

A 分かりモL7~二

A児は､この段階でやっと純としての｢LlLf稗｣

と ｢長さ｣の違いが理解できた_しかし､l血稀

の求め方の4'1-'･想には至っていない｡

次に､K教芳釦ま正答のB児を取りあげた｡

T 二dr)litJを仕って虎桝Lてください .

C 縦l'-椀を引くと女JiJr･'5.二/i.･f.)と十

式(･13×3=9､5.(6-30,あナせ て:!9で.

面紺は39cmコです

[ ⊂ ]

C とうして妓ノノ形に分けたのですか

C 3,i)]-1E3の (縦U)淡さ)× (燐q鳩 さ)で血柵 t

求 めJ)れからです,

(-▲ AのLLuJ相を;拝め,-)'tLt､5y6-30と/.:-'ていた

す 良ノ)形の面相の公式托.

(紅)× (晩)なV,では/i.-I.1｢㌣卜か

L そうですわー(6＼5と小筆爪)

長方形の両機の公式は､善業以上に､本質

的な面積の求機の原理理解において､｢縦×
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耕｣と｢縦の良さ×横の長さ)の差興があるO

ところが､この考えについては､これ以上の

学び合いは進まないまま､次の補完する考えが

取りあげられていくc

c 人･tL､Ii･JjJr壬AWUV)軌l相を川して､3-JLかt二JriJ

Jl止))形u)面紙をr)は 圭十

人きい見jJTF'3･･6XH一胡

止))'#三･････3×3 9

だから､48-9 39

答え､Ihl称-139(m ZでJ~

CAi l

(' ど'.ILて大きい良))川手をFJ-えたu)こ十/I)I

ぐ こIJ)ttでけ､血fI-1か火めら!しな.､′ハLl,)(きい1之

)JlT壬に十jLば､付.ナ止Lt11日の止ノノ)r壬の血flIほ･

･川丁ば的iriに凍れ~,,h圭･tI

C /))けてた十ノブが附亨tでTL

c 快に.rl､ニU)や リノノu))J-が珊uiです

｢',).IU-_1-7,-え｣と r千仏か･-,引くYjえIJ)_:チ,I,

か細溜/亡考えかを門的に芋J:分一字軌 'tと七I)な̀)､つ

･'=が､多様/亡アフロ-チJ)L上方があるという'̂し付きをK

教諭は引き目し､2つJJ-FJえがあ/)ことを七とbl)て､J'

JA･lr)'分vJ柁菜を終えた

7 井数の授業の省療会

(1) 子どものものの見方 ･考え方

･服に,侵襲研究で剛群の教帥 こ授業批判さ

れることを日本の教師好まない｡しかしながら

Kol･Lhagen(2010)は､教師の職能成長には学校

現場の臨床的経験の省案が/fT可欠であるといっ

ている｡授業を省察することで､まず､+ども

なりの考えに埋め込まれた ｢雌の世界｣を分析

的に､明確に理解し､この期の-71どもの敷地や

図形の見方 ･考え方を捉えることができるから

である｡例えば､K教諭は､授業の自評の中で

やっと､龍としての ｢良さ と ｢面相Jで

は連うという指導助言の意味が分かりまし

た｡

と省察しているC授業設計の段階で托､長さと

面積の差別化をする精確の重要性を犬剛 巾に捉

えてしまい､この授誰を通して初めて､その範

蛮性に気付いたことを指摘している｡単元の口

頭の長方形の両横指導において､教科77:では個

りの'血相がrr]lじでも､面積は児なる指埠を行う

ようになっている｡ところが､図形の面に着日

させ､面相を比較させることばかりに臼を奪わ

れ､辺に粛目して周りの良さがIIJlじならば､面

相も同じというIアぜ もの理｣の存在が視座にな

かったのであるO

■▼
I.i
l ◆ト1十十十十
㌔

既に､長方形の而相の公式 (たて×よこ)杏

知っている7どもの中にも､長さを衣している

と思い込み､r周りの長さを比べるとどうですか

｣｢同じですね､そうすると面軌ま?｣と問うと

｢而機も同じJという児童もいる｡面倒と長さは

異なる故であるという概念砕きの指iTT_が必要な

のであるC

(2) 学び合いによる指導力の成長

し字形の而機指導では､長方形の而Tl-1の公式

を陪用して多様な考え方を引き拙し､それを確

認させればよいという酪知的､技術的側面を蛮

槻した授業では､LewiS.C.C.の示唆する授業研究

に盛づく教師の職能成長は期待できない 授韻

は､教師と/･どもが柵互に経験に上って習得 し

た知識､技能や数学的な考え方を総動員して数

理的な観点から協働で検討し､数理を学び合い

､諦め合って､+どもし教師も典に成良するこ

とを探究する創造的な活動であるo

K教育鰍ま誤答から取りあげ､面棚と長さは兇

なることを学び直すことから綿めている｡個に

応じた指導の一端を垣間見ることができる｡次

に､L字形を鰐板に提示し､これを川いて2つ
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の長方形に分ける&,'えや緋完して大きい長方形

をつくり､後で引く考えを､身体的レトリック

を使って視覚に訴えて説明させている【,自分が

構成した考えを他者に分かりやすく伝えている

のであるしこれにより､rどうして､良)51形に分

けたのか｣という質問､r公武の用い方が違うt

という輿論が生まれ､子ども同士が相互に既習

の学びを総動員して数理的な戯点から協働で分

析､検討し､数理を学び合い､ 高め合って共に

成長する創造的な探究活動を展開していると考

える｡

8 職能成長を促進する授業研究の課腐

(1) 画一的な授業研究に終始

今では､授兼研究において､授業の省察会

を実施することが-般化され､研究テーマに

即してKJ法により､授業観察者の意見を広

く求め､ワークショップを通して省察するな

ど､授業の省察の質も高くなってきている｡

複数の単級を有する学校においては､1plじ学

習指輯案で授業実践し､組織的に授菜研究に

取り込んでいる｡ ･見､組臓的な軽装研究に

見えるけれども､学液の実態も､精薄者も兜

なるので同じ学習指導轟に基づく画一的な

授業展開に終わりやすい｡K教諭の場合､L

字形を3つの長方形に分ける考えを取りあげ

たケースを同学年の先生の授業で見たが､i

時間の授業時間の中に収まらないと判断し

て､取りあげることを止めている(.取りあげ

ると時間不足から､内分の考えを説明し､伝

え合う数学的表現活動が希薄になり兼ねな

いので､これは適切な授業改善である｡

(2) 職能成長に応じた授業研究の欠如

学校の教育A､授業力､学力の向上を目指

して多くの学校が組協約に算数の授誰研究

に取り組んでいる｡学校教員は､若手教員､

中電教員､熟年教鞄と人見の多少はあっても

幅広いキャリアをもつ教員で構成されてい

る.学校の授業研究のテーマ-の見附t勺な取

り組みは児帝の発達段階や詐数の指琳内容

の系統が塵祝され､教員の職能成長の段階は

検討されていない｡岩手教員はキャリア不足

から千どt)の思考の流れ､誤答分析､指導の

系統に基づく学び直し指導に関する教育実

践知が中堅教員､熟年教員のレベルに達成し

ていない状況にある｡ ･般に､職能成長の視

座から若手教員は 1時間の授業経営ができ､

中堅教員は単元や学年を見据えや授業経営､

熟年はカリキュラムを見据えた授業経営が

できる学習指導力が求められている｡授業は､

｢教材｣｢子どもjT教師｣r環境｣の4要素が相互

につながりあって成立_',するといわれている

が､授業構成するのは教師であるe 教師のは

たらき ･機能は重みがあり､職能成長の度合

いに依存している｡若手教員､lrl聖教貝､熟

年教員と直線状に職能成長するとは限らな

いが､Lewis.C.C.の示唆する授妾研究に基づく

教師の職能成長の意図実現にむけて､キャリ

ア発達を分析 ･検討した授業研究の在り方を

検討することが喫緊の脱髄である｡
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